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各　位

旭化成ケミカルズ株式会社

ポリカーボネート技術ライセンス契約締結について

旭化成ケミカルズ株式会社（本社 東京都千代田区　社長 藤原 健嗣、以下旭化成ケミカルズ）は、ロシア連邦タタルスタン共和国カザン市のカザンオルグシンテツ社（Kazanorgsintez、以下KOS社）に対し、旭化成のポリカーボネート（以下PC）技術をライセンスする契約を締結いたしましたので、お知らせいたします。

1. 旭化成ケミカルズは、独自の非ホスゲン法PC技術を開発し、台湾・奇美実業股份有限公司との合弁会社旭美化成股份有限公司（以下旭美化成）において2002年6月から商業生産を開始いたしました。以降、旭美化成のプラントは順調に稼動しており、非ホスゲン法による生産技術及び製品技術が工業化実証されました。

2. 
この実績を受け、旭化成ケミカルズは、本年３月より、この技術のライセンス活動への精力的な取り組みを開始致しました。その最初の成果として、今回、当社の非ホスゲン法PC技術を高く評価したＫＯＳ社との間でライセンス契約の締結に至ったものです。　　

3.
旭美化成に続く、当社PC技術の第2のライセンシー誕生となり、当社技術の優位性及び実績が評価されたことにより、現在交渉中の他のPCライセンス案件も加速するものと期待されます。当社は今後さらに本技術のライセンス活動に注力していく所存です。
4.
KOS社は、ロシアで需要が拡大しているPCの生産を計画。三井物産及び東洋エンジニアリングを通じて当社の非ホスゲン法PC技術ライセンスの引き合いを受け、３月末より両社も参加して交渉を開始いたしました。7月末ライセンスの供与及び基本設計の提供について合意に達し、このほど契約を締結したものです。KOS社は、カザン市に、ロシアで第1号となる年産65,000トンのPCプラントを建設し、2007年11月より生産を開始する予定です。

以上

＜参考＞

1.
KOS社の概要

(1) 本社：ロシア連邦タタルスタン共和国カザン市

(2) 代表者：会長 V. V. Presnyakov、社長L. S. Alyokhin
(3) 事業内容：エチレン、ポリエチレン、フェノール、エチレンオキサイド、ポリエチレン・パイプ等

(4) 総資産：US$341M (2003年末)
(5) 売上高：US$360M (2003年)
2.
旭化成ケミカルズ株式会社

(1) 本　社：東京都千代田区有楽町1丁目1番2号 

(2) 代表者：代表取締役社長　藤原 健嗣（ふじわら　たけつぐ）

(3) 資本金： 30億円（2004年4月1日現在） 

(4) 売上高： 4,537億円（2004年度3月期決算） 

   (注) 旭化成ケミカルズの売上高は、旭化成(株)のケミカルズセグメントの実績 

3.
旭化成のPC技術

・
二酸化炭素とBPAを出発原料とし、工程で毒性の高いホスゲンやオゾン層に影響を与える塩化メチレンなどの物質を使用せず、廃水も発生しない、環境に優しいクリーンなプロセスです。

· 製品中に塩素等の残留物がないため金型汚染がなく、また光学特性に影響を及ぼす異物が少ないため、特に光ディスク材料に最適です。

・
旭美化成での商業運転成功により、2002年度GSC（グリーン・サステイナブル・ケミストリー）賞、2003年度日化協技術賞、化学工学会賞の３賞を連続受賞しました。　（受賞順）

4. 　旭美化成について

　　　　　旭美化成については、技術実証という所期の目的を達成したため、経営体制の最適化を目的に、本年３月、旭化成ケミカルズの保有株式の一部を奇美実業に譲渡し、出資比率を奇美実業90%、旭化成ケミカルズ10%としました。以降、奇美実業はPC事業の早期拡大、高収益化に向け、旭美化成のスピード経営に取り組んでおり、第2系列の増設（2006年、スタート予定）も決定しました。一方旭化成ケミカルズは非ホスゲン法PC技術のライセンス活動と旭美化成PCの販売に注力しております。

＜本件に関するお問い合わせ先＞

旭化成株式会社　　　　　　　　広報室　　　　　　　　　　TEL　03-3507-2060

旭化成ケミカルズ株式会社　技術ライセンス室　　　　TEL　03-3507-2852

